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紀元前4千年紀の南中国沿岸における地域間交流

後藤雅彦

Masahiko Goto 

The Regional Interaction of the Coastal Areas in South China 

of the Fourth Millennium B. C. 

紀元前4千年紀の福建沿岸の殻紐頭遺跡は、閤江下流域における新石器文

化の形成を辿る上で重要であるばかりか、出土遺物から同時期の南中国沿岸

の人の移動と文化の交流を示す上で重要である。本稿では殻垣頭遺跡と長江

下流域の杭州湾南岸の土器文化として多角口縁釜に着目し、紀元前4千年紀

の南中国沿岸地域における地域間交流をめぐる問題を明らかにする。

キーワード:紀元前4千年紀、南中国沿岸、殻垣頭遺跡、多角口縁釜、

地域間交流

はじめに

東南中国の先史文化は、最近の資料の蓄積によって大いに研究が進展して

おり、また、高温多湿な気候と沿海地域であるという自然環境に即して、中

国大陸の先史文化の中でも独自の歴史的展開を示しながら、周辺地域の先史

文化との文化交流もうかがえる(第 1図)。

そして、東南中国の先史文化は東南アジアヘ広がる窓口として、さらに対

岸の台湾から太平洋地域、あるいは琉球列島へ広がる文化交流の源流を示す

地域として注目される。しかも各時期において長江中・下流域との関りと言

う中国大陸における諸文化との接触・融合が認められ、東南中国の先史文化

の外への拡散を追求する上で、この長江流域という中国大陸の内なる世界と
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の関りが重要であると考える。

こうした視点にたつと福建沿岸の殻垣頭遺跡は閤江下流域における新石器

文化の形成を辿る上で重要であるばかりか、紀元前4千年紀の中国沿岸の人

の移動と文化の交流を示す上で重要であると考える。

そこで、本稿では殻垣頭遺跡について検討すると同時に、それとの関わり

で長江下流域、とくに杭州湾南岸の様相を整理し、紀元前4千年紀の南中国

沿岸を舞台とした地域間交流をめぐる問題について検討してみたい。

， .福建沿岸の殻垣頭遺跡と地域間交流
平檀県海壇島の殻垣頭遺跡は1985""'1986年にかけて発掘が実施され、員層

が厚さ 5-..-65cm堆積している(福建省博物館1991)。出土土器は砂質土器が

全体の90%を示す。破片が多く、器形の復元可能なものでは丸底釜30点(第

2図1-..-7) と纏18点(同 8)が3分の 2以上を占める。その他に査、圏足

器(豆)、碗器蓋と支脚19点が出土している。釜5・7の肩部には員殻紋が

施され、 7は「くJの字状口縁に多角口縁(波状口縁)をもっ。また、繕

(8) も肩部から腹部に 2条の貝殻紋が施され、多角口縁をもっ。纏とされ

るが器形は釜と大差なく、「くJの字状口縁をもっ。以上のように殻垣頭遺

跡には丸底土器の中の「くJの字状口縁をもっ釜・繕類に多角口縁が認めら

れる。

同遺跡の報告では曇石山文化や周辺地域の新石器時代文化と比較して、地

域的な特徴を有することから「殻姐頭類型文化」を設定している。その年代

は復国犠遺跡の年代や曇石山文化との関わりを鑑みて、今から6000""'5500年

以上前としている。

そして、殻垣頭遺跡出土土器にみられる多角口縁などに着目すると沿海ルー

トの地域間交流として長江下流域との関わりが浮かびあがってくる。

まず、西谷大 (1997)はこの口縁が六角形を呈する土器と決状耳飾の存在
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第 1図 東南中国の関連図

第2図殻垣頭遺跡出土土器
(原図:福建省博物館1991)
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に着目し、「福建省から広東省における沿岸部の中期の動向は、地域によっ

て異なり、河川を通じての内陸部の影響という概念だけでは把握できないJ

と指摘している。

また、林華東 (1992)は長江下流域に展開した河胸渡文化の周辺地域への

波及について論究する中、殻I丘頭遺跡の出土遺物にみられる小型片刃石斧、

釜、支脚などの土器の器種構成や紋様が河燭渡遺跡(第4、第3文化層)と

共通する点 (1)、多角口縁が河合母渡遺跡第2文化層や名山後遺跡などでみら

れることを指摘している。

東南中国沿海地域では紀元前4000年以降、「くJの字状口縁を持つ丸底釜・

纏を中心とした丸底土器、壷、圏足盤を含む土器文化が出現するようになる

が、出現期においても本稿でとりあげる福建沿岸は長江下流域、そして珠江

三角州は長江中流域との文化関係が認められる(九ただし復国敬遺跡など

の鉢形土器は年代も遡るものであり、丸底土器文化の出現期に対し、より始

原的な土器文化が東南中国沿海地域においても存在していた可能性が高

。
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2.杭州湾南岸の遺跡

河栂渡遺跡は杭州湾南岸の丘陵と泥炭層の平原が交わる傾斜地に立地する。

1973年に発見され、同年から1974年に第一次調査、 1977年から1978年に第二

次調査が実施された。文化層は約3.7mの厚さで堆積する中、 4層に区分さ

れ、上から順に第 1から第4文化層と番号が付されているが、第 1・2層は

以前から知られていた長江下流域の新石器時代文化に対応し(第 1層=桜沢

文化、第2層=馬家浜文化)、その下の第3・4層は年代的にも古い河綱渡

文化と呼ばれている。以上が河姉渡遺跡の第一次調査の報告での見解である

が(斯江省文物管理委員会他1978)、その後、河栂渡遺跡の第4---1文化層

までを連続した文化として捉える傾向が強くなり、 2003年に刊行された報告
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書もその立場にたっている(漸江省文物考古研究所2003)。

こうした「河合母波文化Jの定義に関る問題を中村慎一 (1998)が的確に整

理しており、時期差と地域差を知何に捉えるかが問われている。

なお、報告書では時期区分として第1期から第4期文化遺存を設定してい

る。第 1期が第4文化層、第2期が第3文化層、第3期が第2文化層、第4

期が第 l文化層になる。本稿では杭州湾南岸の新石器時代文化の時間的変選

を当面の問題としているので、考古学文化の捉え方は一先ず保留として、福

建沿岸との関わりで、時間軸としての河熔渡第3期、河婦渡第4期も用いる

ことにする。そしてその年代は第1期今から約7000，._6500年前、第2期約63

00，._6000年前、第3期約6000，._5600年前、第4期5600年，._5300年前とされる。

そして中村によると、第4，._1文化層を括る「河合母渡文化」の分布範囲と

して、杭州湾南岸を西から東に主要な遺跡をあげると、粛山跨湖橋遺跡、慈

渓市童家脅遺跡、余挑養架山・治山、寧波八字橋遺跡・慈湖遺跡、奉化名山

後遺跡、象山塔山遺跡、舟山群島の白泉遺跡・孫家山遺跡などがあげられる。

漸江省跨湖橋遺跡は1990年と2001年および2002年に発掘調査が実施されて

いる(漸江省文物考古研究所他2004)。河合母渡文化に先行する今から8000年

，._7000年前に位置づけられ、跨湖橋文化が命名されている。長江中流域の阜

市下層文化との関連性も指摘され、粘土片貼り合わせ法を用いるという製作

技術、丸底釜(繕)、圏足盤、双耳繕と鉢が主体であるという器種構成、縄

紋、刻劃紋などの紋様構成、そして器形についても類似性が認められる(焦

2006)。

このように河合母渡文化あるいは河合母渡文化以前の新石器文化が明らかにな

ると同時に、河合母渡第3期・第4期は不完全な統計資料とされながらも40ケ

所以上あり、寧紹平原に広く分布するようになる(王・劉2005)。

象山塔山遺跡は1988年に発見、試掘調査が行われた後、 1990年に第一次調

査、 1993年に第二次調査が行われている(漸江省文物考古研究所他1997)。

下層文化は河合母渡遺跡第2層と基本的に相同し、墓葬40基が確認されている。
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これらの墓葬については、副葬土器や墓の分布や方向から 3組に区分されて

おり、これらの関係も検討されている。こうした塔山下層墓地について、河

燭渡文化や馬家浜文化との相違を認めて、独立した搭山文化を設定する見解

もある(蒋1999)。

そして、塔山遺跡は下層文化以後、桜沢文化にほぼ相当する中層文化、良

渚文化に相当する上層文化を経て、商周時期の文化層が堆積する複合遺跡で

ある。

また、奉化名山後遺跡は1989年と1991年に発掘が実施された(名山後遺祉

考古隊1993、河台母渡文化課題組1999)0 12層の文化層が堆積する複合遺跡で、

12層 ~10層は河合母渡第 2 層、 9・8層は河合母渡第1層、 7~2 層は良渚文化

に相当する。

3.杭州湾南岸出土の多角口縁釜

次に、殻垣頭遺跡の出土遺物との比較として多角口縁釜について、出土釜

全体の様相から、多角口縁釜自体の形態、紋様をとりあげ比較検討してみた

い。

まず、河燭渡遺跡第3期では復元された釜32点の内、多角口縁は2点であ

るが、破片では釜1271点があり、その内口縁部のあるものでは、このタイプ

が数量的に 2位を占めるとされる(第3図3)。第3期では釜の形態的な種

類も多く、殻t丘頭遺跡でみられた「くJの字状口縁以外の形態も含まれてい

る(同7・8、10---13)。また鼎も足部について78点の破片が出土している。

多角口縁釜は「く」の字状口縁で粗い縄紋が施されている。なお河合母渡遺跡

においては第4期にも多角口縁釜がみられる。

寧波八字橋遺跡の出土釜には「く」の字状に多角口縁をもっ釜(第4図1) 

とそれ以外の器形の(同2・3) も含まれているが、出土数も含めて詳細は

不明である(林1979)。なお、鼎も足部が出土している。
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